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福島第一原子力発電所の汚染水処理から発生する廃棄物を低温固化処理する場合の基礎データを取得す

るために模擬炭酸塩スラリーを合成した。概要及び得られた結果を紹介する。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所の多核種除去設備(ALPS)では、水処理二次廃棄物として炭酸塩スラリーが

発生する。その保管時の漏えいリスクを低減するためにフィルタープレス方式で脱水してスラリー安定化

を図ることとしている[1]。脱水スラリーを低温固化処理した場合の基礎データの取得を目的として、固化

試験、固化体溶解試験及び照射試験等を実施する。試験に使用する脱水スラリーを合成するために大型フ

ィルタープレス装置を使用した。 

2. 模擬炭酸塩スラリーの合成 実際に生成される炭酸塩スラリーを模擬して、フィルタープレス装置に付

属している 1m3 タンクで調製した。調製手順を以下に示す。 

(1)水を貯めたタンクで撹拌しながら海水成分(塩化ナトリウム、塩化マグネシウム)を溶解 

(2)海水成分(塩化カルシウム、硫酸マグネシウム)を添加しながら溶解 

(3)水酸化ナトリウム溶液を滴下し、pH を約 12 に調整 

(4)炭酸ナトリウムを添加し、炭酸塩スラリーを生成 

(5)水酸化ナトリウム溶液を添加し、pH を約 12 に調整 

(6)液量が 1m3 になるように水で調整 

各種試験に使用する脱水スラリーを 350kg 製作する

ために、2 回のスラリー調製作業と各々3 回の脱水処理

を行った。図 1 に圧搾直後の脱水スラリーを示す。試験に使用する脱水スラリーに性状差が生じないよう

に四分法に準拠した均一混合を実施した[2]。図 2 に混合操作後の脱水スラリーを示す。 

3. スラリー及び脱水スラリーの分析 模擬炭酸塩スラリーと混合脱水スラリーの特性を把握するため、ス

ラリーの固液比、密度、粒度分布、イオン濃度、脱水スラリー含水率等を分析した。2 回調製したスラリー

の分析値はほぼ同様であった。脱水スラリーの含水率は若干異なっていたが、いずれも 50%以下であった。 
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